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	(医学部倫理委員会2015.08)
	前立腺全摘除術、前立腺針生検術、経尿道的前立腺切除術が施行された患者における
	予後マーカー探索　研究に対する　ご協力のお願い
	前立腺癌は、西欧諸国において男性の罹患率１－2位の癌でありますが、検診の普及に伴い我が国においても前立腺癌の罹患率が上昇してきております。当教室においては、前立腺癌に対する治療成績の向上のために、前立腺癌の悪性化に関与する因子や薬剤治療耐性機構の研究を進めています。今までの我々の検討から、治療抵抗性の要因として、前立腺癌細胞における生存シグナルの変化や、幹細胞性マーカー、血管新生などのがん組織の栄養状態の調節機構が関与しているのではないかと考えております。
	そこで、2020年9月までの間に慶應義塾大学病院、済生会横浜市東部病院、さいたま市立病院、練馬総合病院において前立腺全摘除術・経尿道的前立腺切除術・前立腺針生検術を施行した患者様の余った病理標本を用いて、これらの発現の変化を検討しようと考えております。特定の因子の発現については、慶應義塾大学薬学部・病態生理学講座、東京都健康長寿医療センター、がん研有明病院、済生会横浜市東部病院でも検討します。また近年シグナル伝達構成因子やアンドロゲン受容体などの遺伝子における変異が薬剤の応答に関連することが報告さ...
	研究実施期間：倫理審査結果通知書発行日）より西暦 2025年 12月 31日まで
	研究方法：日常診療で得られた既存診療情報（年齢・既往歴・薬剤内服歴・CTやMRI等の画像所見・病理組織学的診断結果等）及び試料として残余検体（前立腺全摘除術・経尿道的前立腺切除術・前立腺針生検術の病理パラフィンブロックを再度薄切して試料とする）を評価する後ろ向き観察研究である。得られる組織ブ ロックの一部は組織マイクロアレイ(Tissue Microarray、複数の患者様からの組織を1枚のスラ イドに配置)の作成に利用し、発現の検討を予定しています。一部の検体ではアンドロゲン受容体などの体細胞変...
	研究協力事項：具体的には、1998年4月から2020年9月にかけて慶應義塾大学病院泌尿器科や済生会横浜市東部病院、さいたま市立病院、練馬総合病院において前立腺全摘除術・経尿道的前立腺切除術・前立腺針生検術が施行された患者様の、日常診療で得られた既存診療情報（年齢・既往歴・薬剤内服歴・CTやMRI等の画像所見・病理組織学的診断結果等）及び試料として残余検体（前立腺全摘除術・経尿道的前立腺切除術・前立腺針生検術の病理パラフィンブロックを再度薄切して試料とする）を使用させて頂きます。得られる組織ブ ロッ...
	資料は原則、本研究のみで使用するが、残存検体は新たな測定技術開発により新しい解析の可能性があることから、将来の研究目的のために、個人情報を秘匿化させた形で当教室で10年間保管し、まったく目的の異なる研究に利用する場合には、改めて倫理委員会に審査申請を行って承認を得ます。
	12 問い合わせ先

